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 参院選にむけて 

 
  
甲斐さんは大忙し、３月後半は多摩

地区で PFAS 対談、赤坂プレスセンタ

ー(米軍施設)前での抗議行動、土屋の

り子足立区議と共闘、毎日新聞の東海

林智さんと対談・・など。 
京浜東扇島物流拠点では「トラック

のハンドルを握りながらケガでもす

れば生活はどうなるのかと思いなが

ら仕事をしてきた。この社会は現場の

労働者が働くから回っている。普通に

働けば普通に暮らせる、そんな社会を

作り上げなければ」と訴えました。 
 
 
 
 
 
 
 
 甲斐さんは「生きづらい社会を変え

る」ために参院選勝利へ全力・全開で

行動しています。 
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第１２９８号(３月13日、阪急六甲駅) 
  百条委、パワハラはおおむね事実 
第１２９９号(３月19日、王子公園駅) 
  平和大使、世界平和へアクション 
第１３００号(３月27日、阪神大石駅) 
  平和の願いを若者・未来につなぐ 
第１３０１号(４月３日、JR六甲道駅) 
  斎藤、渋々パワハラを認める 
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新社会党 灘総支部 

   ０７８－８０１－６５３０ 
 

NPO 法人 働く人の相談室 
   ０７８－９４５－７７０３ 
 
 

 1975年３月、神戸市議会は「核兵器積

載艦艇の入港拒否に関する決議」を全会

一致で可決。以来米艦船の入港はありま

せんでした。ところが24日、非核証明の

ない掃海艦ウォーリアが摩耶埠頭に接

岸。外務省の「搭載はない」との見解を

受けて久元市長が許可。「平和な港に軍艦

は来るな」「非核証明」の意味を解しない

市長にあきれる。私たちも抗議に参加。 

王子公園を切り売りするな、さくらを切らないで！ 

さくらの通り抜け参加者に市の王子公園切り売

りの不当性を説明。「ひどい計画ですね」「公園

を守りましょう」の声、ぜひ一緒に行動を。 



       

       １９４５年、神戸は米軍による３度

の大きな空襲で街は焼け野原となり、

８０００人以上が犠牲となりました。

３月１７日には神戸空襲を記録する

会が兵庫区の薬仙寺で合同慰霊祭を

行っています。空襲体験者や高校生平

和大使からお話しがありました。 
 
 
 １９４５年６月という 
と毎日のように空襲警報 
鳴っていた。５日は朝か 
ら警報が鳴り自宅前の防 
空壕に家族と避難した。 
焼夷弾攻撃が激しくなり、 
防空壕に留まることが危 
ないと今の新神戸駅方面 
に逃げた。倒れた人々、 
黒焦げの馬の側を通った。１１時半ごろ警報が解

除になり帰ったが自宅はすっかり焼かれ、着の身

着のままで母の実家に避難した。 
 その後、赤穂に疎開したが食料がなく２才の妹 
は栄養失調で亡くなった。父も中国湖南省で戦死 
していた。命を守るのは平和です。平和を守って

いくには若い力が必要です。（榎 靖男さん） 
 
 
 神戸空襲を記録する会の皆 
さんには平和大使の活動が始 
まった５年前から学習活動や 
フィールドワーク、体験者の 
話を聞く機会などを設けてい 
ただき、空襲の史実や多くの 
戦災被害者がいることを学ん 
できました。今年１月の蛍の 
墓のフィールドワークでは、痛々しい戦争遺跡が

残されていること、多くの戦争孤児がいたことも

学びました。 
 昨年訪れたジュネーブの国連欧州本部でのスピ

ーチでは神戸空襲で破壊された神戸の街と、広島

と長崎だけでなく全国で戦争被害を被った街があ

ることにについて報告しました。私たちが生きて

いるこの世界で争いの被害に遭われた方や、活動

している方々の願いを継承し地球の未来のために

活動をしていきます。（細谷美優花さん） 

 神戸空襲を記録する会では６月１日に兵庫区南
部の戦跡ウォークを計画しています。別途案内を
いたしますのでご参加ください。 

                   

                   

                   

                   

                   

                   

加納町で被災の榎 靖男さ

ん(当時４歳) 吹田市在住 
 

高校生平和大使
の細谷さん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

              有志の会代表に聞く 

 
 
 岡山県吉備中央町で水道水に高濃度の PFAS が混入して

いることが知らされたのは２０２３年１０月。健康への心

配をした住民は京大の小泉教授に連絡し、住民２７人が血

液検査を受けた。結果は驚くべき高い数値が出た。有志の

会が公費による住民の血液検査を要求、７００人余りが検

査を受け「一般と比べて高い数値」だった。 
 有志の会代表の小倉博司さんがお話しします。 
 
                                       資料代 1000 円 
                    会員は 500 円 
  定員は７０人(先着順) 

 申し込みは https://foms.gle/prd4xgznAGvMdsFx7 又は 

 080-3802-1572(渋谷)まで 

https://foms.gle/prd4xgznAGvMdsFx7

